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■目的
①ご家族様が、ペットの健康維持、予防医療についてどのように考えているか、実際
にどのような健診を受けさせているか、ペットの健康管理の意識と実態を把握する。
②今年は特に、健康診断を現在受けている人がどのような人であるかを明らかにし、
ペットが何歳頃から何をきっかけに受診するようになったかなどを把握することに重
点を置くため、項目を見直した。
③Team HOPEや「ペットの健康診断の日」の認知状況の把握をする。

上記結果を今後のTeam HOPEの健診啓発の活動の参考とするとともに、今後のTeam
HOPEニュースレターの記事に生かす。

調査の概要

■調査対象
・犬、猫のご家族（（家族の中で主にペットの面倒を見たり、健康管理をしている人）全国、20歳以上、

有効回収数 412
・犬・猫のご家族様各206名
（ペットの年齢7歳未満 各103ｓ、7歳以上各103ｓ）
＊対象者は事前にスクリーニングし、上記に該当する人のみを調査対象とする。複数飼っている場合は、
分類の際は年齢が上のペットのご家族様とした。

■調査方法
：ｗｅｂ調査

■調査期間
：2018年12月6日～12月8日
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調査のサマリー
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○回答者が飼っている頭数
調査対象は、前回同様オーナーが飼っている犬か猫のうち、最も年齢が高いものとした。最高年齢が7歳未満の犬オーナーは犬は1頭
だけの人が9割。7歳以上の犬を飼っている人のうち2割が2頭以上飼っている。また、犬を飼っている人のうち8％程度は猫も飼ってい
る。
猫オーナーは犬オーナーより複数飼っている人が多く、7歳以上の猫オーナーは、4割超が2頭以上飼っている。また、猫オーナーは年に
よりばらつきはあるものの、1割程度は犬も飼っている。

○最年長（調査対象）のペットの種類
＊犬
昨年同様雄が多く、約7割。ペットとして雄のほうが選ばれていることがわかる。
7歳未満では超小型犬が3割近くに達している。年齢に関係なく小型犬・超小型犬が多く、7割近い。
昨年同様トイプードルが最も多く、31人（犬オーナー全体の15％）、次いで、ミニチュアダックス23人、雑種22人、チワワ21人、柴
犬19人の順であり、10％前後である。

＊猫
昨年は7歳未満は雄が、7歳以上は雌が多かったが、今年は約半数ずつであった。
「雑種」が最も多く、全体の半数を超える。外国系ではアメリカンショートヘアは16人、スコティッシュフォールド5人、マンチカン4人。それ
以外の外国系はあまり多くない。「雑種」もほぼ日本系と考えられ、日本猫系（三毛、トラなど含む）を飼っている人が多いとみられる。
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○健康診断受診状況
ペットに定期検診を受けさせている人は全体では4割。定期健診を受けさせているオーナーは2年前より全体で10ポイント増加している。
犬、猫とも定期的に受けさせているのは若いペットのオーナーの方が多く、最近飼い始めた人の方が健診の習慣がついてきているともみ
られる。
定期健診をしている人は全体に犬の方が多い。不定期でも受けさせている割合は約8割で犬・猫で大きな差はないが、7歳以上の猫
のオーナーは他と比べてやや健診経験がない割合が高めである。
○健康診断受診開始時期
健診を受けさせたことがある人のうち、7歳未満のオーナーは犬・猫とも1歳までに8割が受診している。7歳以上オーナーは犬は2歳にな
る前には4割、一方、猫オーナーは約7割である。猫は雑種が多いことから、拾ったりもらったりした場合、初期に健診を受けることが多い
ことも影響していると考えられる。
定期健診をしている人が始めた時期は最初に健診を受けた時期とほぼ同じであり、定期健診を受けている人は、最初の健診を継続し
ており、しない人は一度して、そのまま定期健診に移行しないことが多いと見られる。

○オーナーの健診受診状況との関係
オーナーが健診を定期的に受けていると、半数は定期的に受けさせており、自分が受診しないと答えたオーナーは、ペットも健診を定期
的に受けているのは22％、一方受けさせたことはないという人は4割を超える。オーナー自身の健康意識がペットの健康管理にも反映
していることがわかる。

○健診の頻度
健診を定期的にさせている人は、ほぼ全員1年に1回以上であり、2回以上受診させている人が4割前後。7歳以上の犬オーナーは年
に3回以上が2割を超える。一方若い猫のオーナーは年に3回以上受診させている人は５％にとどまる。

○定期健診受診のきっかけ
動物病院で勧められてという人が最も多く全体の半数。
ペットの年齢により異なり、7歳以上のペットでは、「ペットが年をとったので」「ペットに病気の兆候が見られるようになったので」が多く、若
いペットでは、「ペットショップで勧められて」「知人・友人に勧められて」という人が多い。

調査のサマリー
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○受診している健診の内容
ほぼ例年同じ傾向であり、触診、問診、視診が8割程度。ついで、聴診と血液検査が5割前後。便検査、尿検査は犬猫とも若い方
がやや多い。

○健診にかける金額
健診を受けたことがある人に1回あたりの健診にかけている金額を聞いた。猫オーナーの１／３が5000円未満と答えており、猫オー
ナーより犬オーナーのほうが金額が高めな傾向がある。
しかし、猫オーナーも含め、1万円以上かけている人も2割を超えている。

自分自身が健康に気を付けているオーナーの約3割が1万円以上と答えている一方、「気を付けていない方」という人は半数が5000
円未満と答えている。
自分の健康に関心がある人はペットの健康にも気を付けていることがよくわかる。

○妥当と考える健診金額
現在健診をうけていない人も含め、いくらが妥当だと思うかをきいた。
健診をうけていない人が含まれるため、5000円未満という人が犬オーナーでも4割超、猫オーナーでは半数を超えた。

このうち、定期健診を受けている人で見ると、1回5000円以上と考える人が6割を超えるが、受けさせたことがない人で見ると5000円
未満と考える人が6割を超え、健診の金額に対する意識が大きく異なることが分かる。また、実際にかけている金額は5000円以上が7
割、1万円以上でも2割を超えており、実際の金額をやや割高に感じていることがわかる。

○健診への満足度
健診への満足度は犬、猫、年齢でみても、大きな差はなく、満足している（非常に＋やや）人が約6割。健診に非常に満足している
人はやや猫オーナーの方が多めである。
健診を年に1回受けることを心がけているかどうか、で見ると、「非常に心がけている」というオーナーは健診に満足している人が8割。一
方、年1回の健診を心がけていないオーナーは満足しているという答えが5割に満たない。 満足感のある健診は健診継続の一助にな
ると考えられる。
自由回答を見ると満足の要素は「安心できる｣「丁寧に見てくれる」などが多く、不満点は価格面が多い。

調査のサマリー
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○ペットの健康診断についての考え
ペットの健康診断は「お金がかかっても定期的に受けさせたい」という人が5割近く、最も多い。全体的に大きな傾向は昨年と変わらない。
自由回答に「ペットは嫌がる」「暴れる」という意見が複数あり、つれていきたいが嫌がるので行けないという人が潜在的にいるのではない
かと推察される。

○ペットの健康寿命を延ばすことを大切だと考えるか
健康寿命を延ばすことについて、大切（非常に大切＋やや大切）と答えているオーナーは昨年、一昨年と同程度の8割超。猫オー
ナーは猫が高齢の方が「非常に大切」と考えている人が多いという結果であった。
定期的に健診を受診させているオーナーは、ペットの健康寿命を延ばすことを「非常に大切」と考えている人が6割。一方、定期的では
ないオーナー、あるいは受けさせたことがないオーナーは「非常に大切」と考えている人が半数に満たない。

○ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること
「心がけている（非常に＋やや）という人が最も多いのは「かかりつけの動物病院をつくる」。ついで、「食事の質や量を管理する」、「普
段の体調を把握し異常を早く見つける」。いずれも昨年同様8割を超えている。「非常に心がけている」という人でみると「予防接種を受
ける」、「かかりつけの動物病院をつくる」が5割近く、非常に重要なことと考えられていることがわかる。

定期健診を受診させているオーナーは、受診させていないオーナーより健康寿命を延ばす為に様々なことに気をつけている。特に、予防
接種、定期健診は「非常に心がけている」という人が5割を超える。
「非常に心がけている」という人の割合だけ見ると、健診受診経験あり（つまり、健診を受診したことがあるが継続していない）の人より、
健診を受けさせたことがない人の方が高いものが多い。健診を継続しない人が最も中途半端な意識、とも見られる結果である。

○ペットの健康・病気に関する、知りたいこと
特に多いのは「ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担」で3割を超える。ついで「ペットに万一のことがあった
場合、ペットロスになってしまわないか」「ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の自分の気持ちや体力」「どのぐらいの症状
で病院に連れて行くべきか分からない」。

調査のサマリー
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○かかりつけの動物病院有無
かかりつけの動物病院を持っているかを聞いた。9割のオーナーはかかりつけ医があると答えている。

○動物病院選択の重視点
動物病院を選ぶ際に重視する点として、「ドクターやスタッフの人柄の良さ」「診察時の説明が分かりやすいこと」「自宅から近いこと」の3
つが多く、6割近い。」 「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」も5割近い。最も重視する点も同じ項目が上位である。

○動物病院で相談したいこと
動物病院でついでに聞きたいこととして最も多いのは「栄養・食事」、次いで「病気や感染症の予防」、「歯の健康」であり、３割を超え
る。昨年多かった「健康に老いる」は、今回は6番目であった。

○ペットが肥満だと思うか
ペットが肥満かどうかを判断してもらったところ、「標準的」という人が多いが、犬より猫の方が、7歳未満より7歳以上の方が「やや肥満」
が多い。猫は家の中で飼われているケースが多いことも、理由と考えられる。

○ペットが肥満かどうかは何で判断するか
ペットの体形は見た目や、触った感じで判断している人がそれぞれ5割を超えており、また、約5割は「獣医師の診断を受けて」と答えて
いる。犬のオーナーは「獣医師の診断を受けて」という人が最も多く6割近い。一方、猫のオーナーは「見た目」の判断の人が多い。

○「Team HOPEチームホーム」に関する認知
「ペットの健康診断の日」を「知っていると答えた人は全体で6％。
知っていると答えた人に接触媒体を聞いたところ、最も多かったのはテレビ番組、ついでwebニュースや記事と動物病院がほぼ同位であ
る。
「Team HOPE（チームホープ）」のロゴマークを見たことがある人はを見たことがあるという人は、12％。また、団体の認知も同程度。
いずれも、若いペットのオーナーの方が認知度が高い。飼い始めの方が情報を知ろうとするという理由があると考えられる。
また、いずれも昨年より認知度が上がっている。
ペットを定期的に健診させている方が、させていない方よりいずれも認知度が高い。

調査のサマリー
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結果の詳細
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性別 年齢

全体 男性 女性 全体
20才～
24才

25才～
29才

30才～
34才

35才～
39才

40才～
44才

45才～
49才

50才～
54才

55才～
59才

60才以
上

全体 412 181 231 全体 412 13 36 30 53 49 64 54 52 61 

100.0 43.9 56.1 100.0 3.2 8.7 7.3 12.9 11.9 15.5 13.1 12.6 14.8 

犬オーナー_7歳未満 103 42 61 犬オーナー_7歳未満 103 7 13 10 12 10 19 12 7 13 

100.0 40.8 59.2 100.0 6.8 12.6 9.7 11.7 9.7 18.4 11.7 6.8 12.6 

犬オーナー_7歳以上 103 41 62 犬オーナー_7歳以上 103 2 5 9 6 12 18 14 21 16 

100.0 39.8 60.2 100.0 1.9 4.9 8.7 5.8 11.7 17.5 13.6 20.4 15.5 

猫オーナー_7歳未満 103 54 49 猫オーナー_7歳未満 103 4 12 6 19 15 14 13 9 11 

100.0 52.4 47.6 100.0 3.9 11.7 5.8 18.4 14.6 13.6 12.6 8.7 10.7 

猫オーナー_7歳以上 103 44 59 猫オーナー_7歳以上 103 0 6 5 16 12 13 15 15 21 

100.0 42.7 57.3 100.0 0.0 5.8 4.9 15.5 11.7 12.6 14.6 14.6 20.4 

地域

全体 北海道
東北地
方

関東地
方

中部地
方

近畿地
方

中国地
方

四国地
方

九州地
方

全体 412 23 27 150 73 76 22 10 31 

100.0 5.6 6.6 36.4 17.7 18.4 5.3 2.4 7.5 

犬オーナー_7歳未満 103 6 7 29 23 19 5 5 9 

100.0 5.8 6.8 28.2 22.3 18.4 4.9 4.9 8.7 

犬オーナー_7歳以上 103 6 6 34 18 26 5 0 8 

100.0 5.8 5.8 33.0 17.5 25.2 4.9 0.0 7.8 

猫オーナー_7歳未満 103 2 8 40 18 20 6 3 6 

100.0 1.9 7.8 38.8 17.5 19.4 5.8 2.9 5.8 

猫オーナー_7歳以上 103 9 6 47 14 11 6 2 8 

100.0 8.7 5.8 45.6 13.6 10.7 5.8 1.9 7.8 
犬と猫のオーナーの飼っているペットのうち、
最年長のペットでオーナーを分類した。

回答者の属性
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Q29 あなたご自身は、現在定期的に健康診断を受けて
いますか。

Q30 あなたご自身は、健康に気をつけている方だと思いますか。

全体 定期的に受
けている

定期的に受
けていない
が、受けた
ことはある

受けていな
い

全体
非常に気
をつけて
いる方だ
と思う

やや気を
つけてい
る方だと

思う

どちらとも
いえない

あまり気
をつけて
いない方
だと思う

全く気をつ
けていな
い方だと

思う

全体 412 232 82 98 
全体

412 41 205 124 36 6 
100.0 56.3 19.9 23.8 100.0 10.0 49.8 30.1 8.7 1.5 

犬オーナー_7歳未満 103 66 12 25 犬オーナー_7歳未満 103 14 56 22 10 1 
100.0 64.1 11.7 24.3 100.0 13.6 54.4 21.4 9.7 1.0 

犬オーナー_7歳以上 103 53 26 24 犬オーナー_7歳以上 103 4 56 36 7 0 
100.0 51.5 25.2 23.3 100.0 3.9 54.4 35.0 6.8 0.0 

猫オーナー_7歳未満 103 57 20 26 猫オーナー_7歳未満 103 13 44 36 7 3 
100.0 55.3 19.4 25.2 100.0 12.6 42.7 35.0 6.8 2.9 

猫オーナー_7歳以上 103 56 24 23 猫オーナー_7歳以上 103 10 49 30 12 2 
100.0 54.4 23.3 22.3 100.0 9.7 47.6 29.1 11.7 1.9 

ペットの健康診断について伺うにあたり、今回はご自身の健康管理行動・意識についても質問を設けた。
健康診断を定期的に受けている人は56％、健康に気をつけているという人は60％である。
ペットの年齢、犬か猫かで、やや違いはあるが、特筆すべき差は見られない。

回答者の属性（ご自身の健康管理行動と意識）
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■飼っている頭数

回答者が飼っている頭数

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

■飼っている頭数

(n=103)

(n=103)

(n=103)

(n=103)

2017 2016

92.2 95.1

6.8 4.9

1.0 0.0

8.7 10.7 

79.6 80.6

13.6 17.5

6.8 1.9

8.7 8.7

71.8 65.0

19.4 26.2

8.7 8.7

11.7 16.5

53.4 49.5

24.3 30.1

22.3 20.4

12.6 8.7

調査対象は、オーナーが飼っている犬か猫のうち、最も年齢が高いものとした。最高年齢が7歳未満の犬オーナーは犬は1頭だけの人が9
割で複数飼っている人は少ない。7歳以上の犬を飼っている人のうち2割が2頭以上飼っている。また、犬を飼っている人のうち8％程度は
猫も飼っている。
猫オーナーは犬オーナーより複数飼っている人が多く、7歳以上の猫オーナーは、4割超が2頭以上飼っている。
また、猫オーナーは年によりばらつきはあるものの、1割程度は犬も飼っている。

90.3

7.8

1.9

7.8

78.6

14.6

6.8

7.8

75.7

20.4

3.9

14.6

56.3

22.3

21.4

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1頭

2頭

3頭以上

猫もいる

1頭

2頭

3頭以上

猫もいる

1頭

2頭

3頭以上

犬もいる

1頭

2頭

3頭以上

犬もいる
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調査対象のペットの属性を聞いた。
昨年同様犬は雄が多く、約7割であった。一昨年アンケートでも、同傾向であり、ペットとして雄のほうが選ばれていることがわかる。
7歳未満では超小型犬が3割近くに達している。犬は年齢に関係なく小型犬・超小型犬が多く、7割近い。
猫は昨年は7歳未満は雄が、7歳以上は雌が多かったが、今年は約半数ずつであった。

■あなたが一緒に暮らしている犬・猫のうち最も年齢の高いものの、性別とサイズ（サイズは犬のみ）

最年長（調査対象）のペットの性別・サイズ

51.5 

54.4 

48.5 

45.6 

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

雄 雌

67.0 

76.7 

33.0 

23.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

雄 雌

29.1 

24.3 

37.9 

45.6 

28.2 

27.2 

4.9 

2.9 

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

超小型 小型 中型 大型

２０１８

犬

猫
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調査対象の犬の種類

調査対象のペットの種類を聞いた。
昨年同様トイプードルが最も多く、31人（犬オーナー全体の15％）、次いで、ミニチュアダックス23人、雑種22人、チワワ21人、柴犬
19人の順であり、10％前後である。

合計
犬_7歳未
満

犬_7歳以
上

トイプードル 31 20 11
ミニチュアダックスフント 23 4 19

雑種 22 8 14

チワワ 21 11 10

柴犬 19 12 7

ポメラニアン 8 5 3

コーギー 6 1 5

パピヨン 5 2 3

フレンチブルドッグ 5 3 2
マルチーズ 5 2 3

ゴールデンレトリバー 5 4 1
ダックスフンド 4 3 1

ビーグル 4 4

チワックス 3 3
パグ 3 2 1

ミニチュアシュナウザー 3 1 2

ヨークシャテリア 3 1 2

シーズー 2 1 1

シェルティー 2 2

チワワとポメラニアンのハーフ 2 2
パピヨンとマルチーズのMIX 2 2

ラブラドールレトリバー 2 2

ロングコートチワワ 2 1 1

カニンヘンダックスフンド 2 1 1

シェットランドシープドッグ 2 2

芝犬 2 1 1

犬 3 2 1

＜７歳以下 その他＞
コリー
チワワとトイプードルのミックス
ボーダーコリーと柴犬のミックス
ボストンテリア
マック
ミディアムプードル
ワイヤーフォックステリア
甲斐犬
豆柴犬

＜7歳以上 その他＞
ウィペット
キャバリアキングチャールズスパニエル
バセットハウンド
ペキニーズ
ミックダックスフンド
ヨーキー
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調査対象の猫の種類

猫は「雑種」が最も多く、全体の半数を超える。外国系ではアメリカンショートヘアは16人、スコティッシュフォールド5人、マンチカン
4人。それ以外の外国系はあまり多くない。「雑種」もほぼ日本系と考えられ、日本猫系（三毛、トラなど含む）を飼っている人
が多いとみられる。

合計
猫_7歳未
満

猫7歳以上

アメリカンショートヘア 16 7 9

スコティッシュフォールド 5 4 1

マンチカン 4 1 3

エキゾチックショートヘア 2 2

シャム 2 2

チンチラ 2 2

ペルシャ 2 1 1

ロシアンブルー 2 1 1

アメリカンカール 1 1

アビシニアン 1 1

サッシュ 1 1

シンガプーラ 1 1

スコティッシュ 1 1

チョコ 1 1

ノルウエイ-何とか 1 1

ヒマリ 1 1

ブリティッシュショートヘアー 1 1

ペルシャと、雑種のミックス 1 1

ベンガル 1 1

マルコ 1 1

ミヌエット 1 1

メインクーン 1 1

合計
猫_7歳未
満

猫7歳以
上

三毛猫 11 10 1

日本猫 8 3 5

茶トラ 3 3

さば 1 1

サバトラ 1 1

さばとらしろ 1 1

混合三毛 1 1

キジトラ 1 1

キジ猫 1 1

雑種さび猫 1 1

茶トラ雑種 1 1

雑種 109 49 60

不明 19 9 10
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■あなたはそのペットに定期的に健康診断を受けさせていますか

ペットに定期検診を受けさせている人は全体では4割。定期健診を受けさせているオーナーは2年前より全体で10ポイント増加している。
犬、猫とも定期的に受けさせているのは若いペットの方が多く、最近飼い始めた人の方が健診の習慣がついてきているともみられる。
定期健診をしている人は全体に犬の方が多い。不定期でも受けさせている割合は約8割で犬・猫で大きな差はないが、7歳以上の猫の
オーナーは他と比べてやや健診経験がない割合が高めである。

健康診断受診状況

40.8 

51.5 

38.8 

40.8 

32.0 

37.4 

27.2 

39.8 

39.8 

42.7 

21.8 

21.4 

21.4 

19.4 

25.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

犬オーナー_7歳未満（N=103)

犬オーナー_7歳以上（N=103)

猫オーナー_7歳未満（N=103)

猫オーナー_7歳以上（N=103)

定期的に受けさせている 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある 受けさせたことはない

Q4 2018年 2017年 2016年

定期的
に

受診経
験あり

定期的
に

受診経
験あり

定期的
に

受診経
験あり

40.8 37.4 35.7 31.6 30.8 35.2

51.5 27.2 43.7 24.3 30.4 35.0

38.8 39.8 39.8 35.0 42.7 31.1

40.8 39.8 33.0 35.0 30.1 35.0

32.0 42.7 26.2 32.0 16.5 39.8
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Q5 そのペットが何歳の時に初めて健康診断を受けさせましたか
Q6 そのペットが何歳の時から、定期健診を受けさせていますか

31.7

39.5

14.8

44.6

27.3

35.1

39.5

23.5

38.6

39.0

12.1

14.8

14.8

9.6

9.1

8.7

6.2

14.8

7.2

6.5

6.2

0.0

16.0

0.0

9.1

6.2

0.0

16.0

0.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=322)

犬オーナー_7歳未満(N=81)

犬オーナー_7歳以上(N=81)

猫オーナー_7歳未満(N=83)

猫オーナー_7歳以上(N=77)

0歳 1歳 2～3歳 ４～6歳 7～9歳 10歳以上

35.7

37.7

25.0

42.9

36.4

34.5

43.4

22.5

38.1

30.3

10.7

13.2

12.5

7.1

9.1

9.5

5.7

15.0

9.5

9.1

4.2

0.0

10.0

2.4

6.1

5.4

0.0

15.0

0.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=168)

犬オーナー_7歳未満(N=53)

犬オーナー_7歳以上(N=40)

猫オーナー_7歳未満(N=42)

猫オーナー_7歳以上(N=33)

0歳 1歳 2～3歳 ４～6歳 7～9歳 10歳以上

健診を受けさせたことがある人のうち、7歳未満のオーナーは犬・猫とも0歳が4割前後、1歳も4割程度であり、1歳までに8割が受診して
いる。7歳以上オーナーは犬は2歳になる前には4割、一方、猫オーナーは約7割である。猫は雑種が多いことから、拾ったりもらったりした
場合、初期に健診を受けることが多いことも影響していると考えられる。
定期健診をしている人にいつからか聞いた結果も、最初に健診を受けた時期とほぼ同じであり、定期健診を受けている人は、最初の健
診を継続しており、しない人は一度して、そのまましないことが多いと見られる。

（健康診断「定期的＋受診経験あり」の人に） （健康診断「定期的」の人）

健康診断受診開始時期
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40.8 

50.4 

35.4 

22.4 

37.4 

33.6 

51.2 

34.7 

21.8 

15.9 

13.4 

42.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

定期的に受けている(N=232)

定期的に受けていないが、受けたことはある(N=82)

受けていない(N=98)

ペットの健診受診状況

定期的に受けさせている 定期的ではないが、受けさせたことはある 受けさせたことはない

自分の健康診断受診

オーナー自身が健診を受けているかどうかによって、ペットの受診状況がかとなるかを見た。
オーナーが健診を定期的に受けていると、半数は定期的に受けさせており、受けていないと答えたオーナーは、ペットも健診を定期的に受
けているのは22％、一方受けさせたことはないという人は4割を超える。
オーナー自身の健康意識がペットの健康管理にも反映していることがわかる。

オーナーの健診受診状況との関係
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■定期健診の頻度
（定期的に受けさせている方）

全体に昨年より2回以上受診の割合が増加している。
健診を定期的にさせている人は、ほぼ全員1年に1回以上であり、2回以上受診させている人が4割前後。7歳以上の犬
オーナーは年に3回以上が2割を超える。一方若い猫のオーナーは年に3回以上受診させてる人は５％にとどまる。

健診の頻度

1年に2回以上受けた人の割合

2018年 2017年 2016年

N % N % N %

168 36.9 147 29.9 127 34.6

53 33.9 45 40.0 35 34.3

40 40.0 41 34.1 44 36.4

42 42.9 34 20.6 31 35.5

33 30.3 27 18.5 17 29.4

12.5 

11.3 

22.5 

4.8 

12.1 

24.4 

22.6 

17.5 

38.1 

18.2 

61.3 

66.0 

57.5 

57.1 

63.6 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

6.1 

0.6 

0.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

犬オーナー_7歳未満(N=53)

犬オーナー_7歳以上(N=40)

猫オーナー_7歳未満(N=42)

猫オーナー_7歳以上(N=33)

1年に3回以上 1年に2回程度 1年に1回程度 2～3年に1回程度 4年に1回以下

Q7
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47.6 

14.9 

14.9 

13.7 

11.9 

10.1 

9.5 

6.5 

12.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

動物病院ですすめられて

ペットが歳をとったので

ペットを病気で亡くした経験があったので

健康診断をすすめる記事や情報を見たり読ん…

ペットショップですすめられて

ペットに病気の兆候がみられるようになったので

友人・知人にすすめられて

ペットの病気の発見が遅れたことがあったので

その他

Q8 ペットに定期的に健康診断を受けさせるようになったきっかけ

犬オーナー
_7歳未満

N=53 

犬オーナー
_7歳以上

N=40 

猫オーナー
_7歳未満

N=42 

猫オーナー
_7歳以上

N=33 

49.1 50.0 47.6 42.4 

9.4 37.5 2.4 12.1 

13.2 12.5 11.9 24.2 

17.0 10.0 11.9 15.2 

22.6 0.0 14.3 6.1 

7.5 17.5 2.4 15.2 

13.2 7.5 11.9 3.0 

5.7 5.0 7.1 9.1 

17.0 2.5 14.3 15.2 

<犬_7歳未満>
ずっと元気でいてほしいので、何か病気になった場合に早期発見できるように。／
フィラリアの血液検査のついでに／
フィラリア予防接種のため／もし病気になったらかわいそうだから／ワクチン、狂
犬病予防／健康診断を受けるのは当然のことだと思っていたから／妻の実家で
飼っているコーギーが1年に一度、健診を受けているので同じにました／人間だっ
て１年に一回は健康診断するから／先天性の病気が見つかったので
<犬_7歳以上>
必要だと思うから

<猫_7歳未満>
以前に飼っていた猫が病弱だったため、ワクチンの際の健康診断は当たり前とい
う価値観／可愛いから／昨年保護をしたから／保護猫の譲渡会／毎日様子は見
ているが定期的に先生に見てもらった方が安心だから
<猫_7歳以上>
ワクチンのついでに(4)
以前も犬猫を飼っていて同じにしているだけ。

定期健診を受けさせている人に、ペットに定期健診を受けさせるようになったきっかけを聞いた。動物病院で勧められてという
人が最も多く全体の半数。
ペットの年齢により異なり、7歳以上のペットでは、「ペットが年をとったので」「ペットに病気の兆候が見られるようになったので」
が多く、若いペットでは、「ペットショップで勧められて」「知人・友人に勧められて」という人が多い。

（N=168)  

定期健診受診のきっかけ
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受診している健診の内容

健康診断の内容を見ると、ほぼ例年同じ傾向であり、触診、問診、視診が8割程度。。
ついで、聴診と血液検査が5割前後。便検査、尿検査は犬猫とも若い方がやや多い。

＊

＊

＊印は2016年はない項目

■受診している健診の内容

87.3 

84.5 

76.7 

58.1 

56.2 

22.4 

19.9 

18.3 

11.2 

1.9 

88.4 

87.0 

83.8 

52.0 

57.4 

19.1 

16.6 

10.1 

5.4 

1.4 

85.3 

82.4 

59.2 

60.7 

21.3 

19.9 

9.2 

2.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

触診

問診

視診

血液検査

聴診

便検査

尿検査

レントゲン

超音波検査

その他

2018年(N=322)

2017年(N=277)

2016年(N=272)

犬オーナー
_7歳未満

犬オーナー
_7歳以上

猫オーナー
_7歳未満

猫オーナー
_7歳以上

81 81 83 77 

88.9 90.1 80.7 89.6 

84.0 85.2 85.5 83.1 

82.7 77.8 69.9 76.6 

60.5 67.9 48.2 55.8 

56.8 58.0 49.4 61.0 

27.2 13.6 31.3 16.9 

21.0 17.3 22.9 18.2 

16.0 22.2 20.5 14.3 

11.1 11.1 9.6 13.0 

0.0 0.0 3.6 3.9 

Q9
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健診にかける金額

健診を受けたことがある人に1回あたりの健診にかけている金額を聞いた。猫オーナーの１／３が5000円未満と答えており、
猫オーナーより犬オーナーのほうが金額が高めな傾向がある。
しかし、猫オーナーも含め、1万円以上かけている人も2割を超えている。

１万円未満の割合

2018年 2017年 2016年

74.2 79.1 75.0 

69.1 77.1 76.1 

74.1 75.3 67.1 

77.1 82.9 73.1 

76.6 81.7 86.2 

Q10
29.8 

23.5 

23.5 

37.3 

35.1 

44.4 

45.7 

50.6 

39.8 

41.6 

20.2 

24.7 

19.8 

18.1 

18.2 

4.0 

2.5 

6.2 

2.4 

5.2 

1.2 

2.5 

0.0 

2.4 

0.0 

0.3 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=322)

犬オーナー_7歳未満(N=81)

犬オーナー_7歳以上(N=81)

猫オーナー_7歳未満(N=83)

猫オーナー_7歳以上(N=77)

5000円未満 5000円～1万円未満 1万～2万円未満 2万～3万円未満 3万～5万円未満 5万～7万円未満 7万円以上

■1回の健診のおおよその金額。（最も最近の健診について）
（健康診断を受けさせたことがある方に）
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29.8 

25.8 

32.0 

48.4 

44.4 

45.9 

44.3 

35.5 

20.2 

21.1 

19.6 

16.1 

4.0 

5.2 

3.1 

0.0 

1.2 

1.5 

1.0 

0.0 

0.3 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=322)

気をつけている方だと思う(N=194)

どちらともいえない(N=97)

気をつけていない方だと思う(N=31)

5000円未満 5000円～1万円未満 1万～2万円未満 2万～3万円未満 3万～5万円未満 5万円以上

自分が健康に気を付けているかどうか別に、ペットにかけている金額を見た。
「気をつけているほう」という人は約3割が1万円以上と答えている一方、「気を付けていない方」という人は半数が5000円未
満と答えている。
自分の健康に関心がある人はペットの健康にも気を付けていることがよくわかる。

健診にかける金額（オーナーの健康意識別）

■1回の健診のおおよその金額。（最も最近の健診について）
（健康診断を受けさせたことがある方に）
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Q11

49.0 

45.6 

40.8 

54.4 

55.3 

35.9 

40.8 

43.7 

28.2 

31.1 

12.1 

11.7 

11.7 

14.6 

10.7 

2.7 

1.9 

3.9 

1.9 

2.9 

0.2 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

5000円未満 5000円～1万円未満 1万～2万円未満 2万～3万円未満 3万～5万円未満 5万～7万円未満 7万円以上

現在健診をうけていない人も含め、いくらが妥当だと思うかをきいた。
健診をうけていない人が含まれるため、5000円未満という人が犬オーナーでも4割超、猫オーナーでは半数を超える。

妥当と考える健診金額

■1回の健診の金額はどのくらいが妥当だと思うか
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49.0 

38.1 

53.2 

62.2 

35.9 

42.9 

32.5 

28.9 

12.1 

16.1 

10.4 

7.8 

2.7 

2.4 

3.9 

1.1 

0.2 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=412)

定期的に受診（N=168)

受診経験あり（N=154)

受けさせたことはない（N=90)

5000円未満 5000円～1万円未満 1万～2万円未満 2万～3万円未満 3万～5万円未満 5万円以上

ペットの健診受診

妥当と考える健診金額（健診受診状況別）

今健診をうけているかどうか別に、妥当と考える金額を見た。
定期健診を受けている人で見ると、1回5000円以上と考える人が6割を超えるが、受けさせたことがない人で見ると5000円
未満と考える人が6割を超え、健診の金額に対する意識が大きく異なることが分かる。
また、実際にかけている金額は5000円以上が7割、1万円以上でも2割を超えており、実際の金額をやや割高に感じている
ことがわかる。

■1回の健診の金額はどのくらいが妥当だと思うか
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■あなたは現在の健康診断に満足していますか。（※最も最近の健診について）

健診への満足度

＊健診の各満足度の理由自由回答は別紙参照

健診への満足度は、昨年・一昨年は若い方が高い傾向がみられたが、今年は平準化し、犬、猫、年齢でみても、大きな差
はない。
健診に非常に満足している人はやや猫オーナーの方が多めである。自由回答を見ると満足の要素は「安心できる｣「丁寧に
見てくれる」などが多く、不満点は価格面が多い。（自由回答別紙）

満足（非常に＋やや）

2018年 2017年 2016年

62.7 69.0 70.6 

63.0 75.7 71.8 

65.4 58.4 55.3 

61.4 81.4 83.6 

61.0 60.0 74.1 

12.4 

9.9 

12.3 

13.3 

14.3 

50.3 

53.1 

53.1 

48.2 

46.8 

34.5 

35.8 

32.1 

34.9 

35.1 

1.9 

0.0 

2.5 

2.4 

2.6 

0.9 

1.2 

0.0 

1.2 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=322)

犬オーナー_7歳未満(N=81)

犬オーナー_7歳以上(N=81)

猫オーナー_7歳未満(N=83)

猫オーナー_7歳以上(N=77)

非常に満足している やや満足している どちらともいえない あまり満足していない 全く満足していない
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12.4 

24.5 

8.8 

6.5 

6.1 

0.0 

50.3 

56.1 

52.9 

44.2 

42.4 

41.7 

34.5 

19.4 

34.3 

45.5 

51.5 

41.7 

1.9 

0.0 

2.0 

3.9 
0.0 

8.3 

0.9 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=322)

非常に心がけている(N=98)

やや心がけている(N=102)

どちらともいえない(N=77)

あまり心がけていない(N=33)

全く心がけていない(N=12)

非常に満足している やや満足している どちらともいえない あまり満足していない 全く満足していない

ペットの健康寿命を延ばす為に
健康診断を1年に1回以上受け
ることを

■現在の健康診断に満足していますか。
（最も最近の健診について）

健診への満足度（健診意向別）

健康診断に満足しているかどうかを、健診を年に1回受けることを心がけているかどうか、で見た。
「非常に心がけている」というオーナーは健診に満足している人が8割。一方、年1回の健診を心がけていないオーナーは満足
しているという答えが5割に満たない。
満足感のある健診は健診継続の一助になると考えられる。
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■あなたはペットの健康診断についてどのようにお考えですか。

ペットの健康診断についての考え

ペットの健康診断は「手ごろな価格なら受けさせたい」「お金がかかってもペットの健康のために知己的に健診を受けさせたい」が昨年まで
ほぼ拮抗していたが、今年は「お金がかかっても定期的に受けさせたい」という人が5割近く、最も多い。全体的に大きな傾向は昨年と変
わらない。自由回答に「ペットは嫌がる」「暴れる」という意見が複数あり、つれていきたいが嫌がるので行けないという人が潜在的にいるの
ではないかと推察される。

＊印は昨年新たに追加した項目

＊

Q14

47.8 

43.4 

31.6 

10.7 

10.4 

10.2 

3.4 

3.4 

1.9 

1.7 

39.8 

42.5 

26.2 

9.2 

7.8 

20.6 

4.1 

3.6 

2.4 

2.2 

39.1 

41.7 

27.9 

9.0 

8.5 

6.6 

6.1 

3.4 

3.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

お金がかかってもペットの健康のために定期的に

健診を受けさせたい

手ごろな価格なら健診を受けさせたい

どのような健診内容が有効なのか知りたい

人の健診のようにいろいろな健診を受けさせたい

健診にいく時間がない

今はペットが健康だから必要ない

健診はペットが老齢になってからでよい

健診はペットがつらそうなので受けさせたくない

ペットに健診は必要ない

その他（具体的に：【 】）

2018年

2017年

2016年

犬オーナー
_7歳未満

犬オーナー
_7歳以上

猫オーナー
_7歳未満

猫オーナー
_7歳以上

54.4 46.6 45.6 44.7 

44.7 42.7 37.9 48.5 

34.0 31.1 30.1 31.1 

11.7 11.7 9.7 9.7 

10.7 8.7 9.7 12.6 

9.7 9.7 12.6 8.7 

1.9 4.9 2.9 3.9 

0.0 2.9 1.9 8.7 

2.9 1.9 1.9 1.0 

0.0 1.9 1.0 3.9 

ペットが暴れるので健診は難しい

ペットにストレスのかからない、健康診断を
して欲しい

外に出ることを怖がるので必要に迫られな
いと行きたくない

気になる症状が見えた時は必ず、検診して
もらう。

嫌がって病院に連れて行くのがむずかしい

変化があった時に連れて行く

暴れるので健康診断をしたくてもできない
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健康寿命を延ばすことについて、大切（非常に大切＋やや大切）と答えているオーナーは昨年、一昨年と同程度の8割
超。昨年は犬オーナーも、猫オーナーも若いペットを飼っている方がそう考えている人がやや多い傾向があったが、今年は猫
オーナーは猫が高齢の方が「非常に大切」と考えている人が多いという結果であった。

■あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。

ペットの健康寿命を延ばすことを大切だと考えるか

大切（非常に＋やや）

2018年 2017年 2016年

82.5 85.2 85.9 

89.3 91.3 89.3 

81.6 78.6 86.4 

74.8 89.3 90.3 

84.5 81.6 77.7 

Q15

52.9 

59.2 

46.6 

47.6 

58.3 

29.6 

30.1 

35.0 

27.2 

26.2 

16.7 

10.7 

17.5 

23.3 

15.5 

0.7 

0.0 

1.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

非常に大切 やや大切 どちらともいえない あまり大切ではない 全く大切ではない
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■一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。

＜健診受診状況別＞

定期的に健診を受診させているオーナーは、ペットの健康寿命を延ばすことを「非常に大切」と考えている人が6割。一方、
定期的ではないオーナー、あるいは受けさせたことがないオーナーは「非常に大切」と考えている人が半数に満たない。

ペットの健康寿命を延ばすことを大切だと考えるか（健診受診状況別）

Q15

52.9 

61.9 

47.4 

45.6 

29.6 

27.4 

29.9 

33.3 

16.7 

10.7 

20.8 

21.1 

0.7 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

定期的に受けさせている(N=168)

定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある
(N=154)

受けさせたことはない(N=90)

非常に大切 やや大切 どちらともいえない あまり大切ではない 全く大切ではない
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今回 前回

87.4 86.9 

84.5 87.1 

84.0 87.6 

74.3 ―

73.8 72.3 

73.1 75.7 

71.8 ―

70.9 76.0 

67.2 66.7 

49.5 45.9 

26.5 26.2 

■ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。

ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること

ペットの健康寿命の為に心がけていることについてそれぞれの程度を聞いた。「心がけている（非常に＋やや）という人が最も多いのは
「かかりつけの動物病院をつくる」。ついで、「食事の質や量を管理する」、「普段の体調を把握し異常を早く見つける」。いずれも昨年同
様8割を超えている。「非常に心がけている」という人でみると「予防接種を受ける」、「かかりつけの動物病院をつくる」が5割近く、非常に
重要なことと考えられていることがわかる。

＊印は今年新たに追加した項目

47.6 

36.7 

33.5 

28.4 

48.1 

22.8 

26.9 

31.6 

26.0 

23.8 

19.4 

38.3 

48.1 

48.1 

47.6 

27.4 

51.5 

44.9 

39.3 

40.0 

26.0 

11.9 

11.9 

12.9 

17.0 

20.4 

13.3 

18.7 

20.9 

23.5 

25.7 

24.8 

27.4 

1.7 

1.9 

1.2 

3.4 

6.3 

5.8 

6.1 

4.9 

6.3 

15.0 

17.7 

0.5 

0.5 

0.2 

0.2 

4.9 

1.2 

1.2 

0.7 

1.9 

10.4 

23.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけの動物病院を作る

食事の質や量を管理する

普段の体調を把握し、異常を早く見つける

ペットの健康や病気についての知識を持つ

予防接種を受ける

ペットの体重を管理する

ペットが人間に換算すると何歳ぐらいか知る

少しでも気になることがあれば病院に相談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上受ける

ペット保険に入る

非常に心がけている やや心がけている どちらともいえない

あまり心がけていない 全く心がけていない

2018年 2017年 2016年

85.9 84.0 87.6

84.7 87.4 86.9

81.6 84.5 87.1

76.0 74.3 ―

75.5 73.8 72.3

74.3 73.1 75.7

71.8 70.9 76

70.9 67.2 66.7

66.0 71.8 ―

49.8 49.5 45.9

31.3 26.5 26.2

心がけている（非常に＋やや）
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47.6 
54.8 

38.3 
50.0 

36.7 
47.0 

27.3 
33.3 

33.5 
40.5 

22.1 
40.0 

28.4 
37.5 

20.1 
25.6 

48.1 
67.3 

29.9 
43.3 

22.8 
32.1 

14.9 
18.9 

38.3 
39.3 

43.5 
27.8 

48.1 
44.6 

51.3 
48.9 

48.1 
45.2 

57.8 
36.7 

47.6 
47.6 

49.4 
44.4 

27.4 
25.6 

31.8 
23.3 

51.5 
52.4 

50.6 
51.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【かかりつけの動物病院を作る】

定期的に受診(N=168)

受けさせたことはない(N=90)

全体(N=412)

受診経験あり(N=154)

【普段の体調を把握し、異常を早く見つ…

定期的に受診(N=168)

受けさせたことはない(N=90)

全体(N=412)

受診経験あり(N=154)

【予防接種を受ける】

定期的に受診(N=168)

受けさせたことはない(N=90)

全体(N=412)

受診経験あり(N=154)

非常に心がけている やや心がけている

26.9 
31.0 

20.1 
31.1 

31.6 
45.8 

18.2 
27.8 

26.0 
38.1 

16.2 
20.0 

23.8 
53.6 

5.2 
0.0 

19.4 
25.6 

16.2 
13.3 

44.9 
45.2 

44.2 
45.6 

39.3 
37.5 

46.8 
30.0 

40.0 
36.3 

44.2 
40.0 

26.0 
37.5 

25.3 
5.6 

11.9 
16.7 

9.1 
7.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0100.0

【ペットが人間に換算すると何歳ぐらいか…

定期的に受診(N=168)

受けさせたことはない(N=90)

全体(N=412)

受診経験あり(N=154)

【適度に散歩や運動をさせる】

定期的に受診(N=168)

受けさせたことはない(N=90)

全体(N=412)

受診経験あり(N=154)

【ペット保険に入る】

定期的に受診(N=168)

受けさせたことはない(N=90)

非常に心がけている

やや心がけている

全体(N=412)
定期的に受診(N=168)
受診経験あり(N=154)

受けさせたことはない(N=90)

【かかりつけの動物病院を作る】

【食事の質や量を管理する】

【普段の体調を把握し、異常を
早く見つける】

【ペットの健康や病気について
の知識を持つ】

【予防接種を受ける】

【ペットの体重を管理する】

【ペットが人間に換算すると何歳ぐ
らいか知る】

【少しでも気になることがあれば病
院に相談する】

【適度に散歩や運動をさせる】

【健康診断を1年に1回以上受け
る】

【ペット保険に入る】

■ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。

ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（定期健診受診別）

全体に定期健診を受診させているオーナーは、受診させていないオーナーより健康寿命を延ばす為に様々なことに気をつけている。
特に、予防接種、定期健診は「非常に心がけている」という人が5割を超え、「食事の質や量を管理する」「普段の体調を把握し、異常を
早く見つける」「少しでも気になることがあれば病院に相談する」という項目も、「非常に心がけている」が4割以上である。
「非常に心がけている」という人の割合だけ見ると、健診受診経験あり（つまり、健診を受診したことがあるが継続していない）の人より、
健診を受けさせたことがない人の方が高いものが多い。健診を継続しない人が最も中途半端な意識、とも見られる結果である。
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■ペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすること

ペットの健康や病気で不安と思う項目で、特に多いのは「ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担」で3割を
超える。ついで「ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか」「ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場
合の自分の気持ちや体力」「どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない」。ペットが健康ではなくなった時のことが
気になっていることがわかる。

一方不安なことは特にないという人もペットの種類に関係なく2割いる。

ペットの健康・病気に関する、知りたいこと

34.7 

28.9 

25.2 

23.1 

22.1 

18.2 

18.0 

18.0 

18.0 

17.7 

16.7 

13.6 

10.7 

6.1 

5.3 

0.7 

18.9 

30.6 

24.0 

17.5 

21.6 

31.1 

11.4 

15.0 

18.2 

16.0 

15.3 

16.3 

12.9 

12.9 

2.9 

3.9 

0.5 

20.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

ペットが病気やけがで長く治療が必要に…

ペットに万一のことがあった場合、ペットロ…

ペットが病気やけがで長く治療が必要に…

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべき…

病気の兆候の見つけ方が分からない

かかりつけ医の休診の日や夜間の救急対応

ペットをうまくしつけられない

ペットにとって今の飼い方で良いか分から…

自分に万一のことがあった場合、ペットの…

食事の内容や量が適切なのか分からない

ペットの病気やけがなどの際にペットのた…

ペットの健康を保つ為に何をすれば良い…

健康管理の方法が分からない

ペットの心配事を話し合える人がいない

気軽に相談できるかかりつけの動物病院…

その他

分からない。不安なことは特にない。

2018年

2017年

犬オー
ナー_7歳
未満

犬オー
ナー_7歳
以上

猫オー
ナー_7歳
未満

猫オー
ナー_7歳
以上

103 103 103 103 

38.8 26.2 28.2 45.6 

34.0 29.1 26.2 26.2 

35.0 21.4 17.5 27.2 

26.2 21.4 21.4 23.3 

25.2 18.4 24.3 20.4 

10.7 19.4 18.4 24.3 

27.2 18.4 17.5 8.7 

20.4 19.4 17.5 14.6 

13.6 16.5 18.4 23.3 

20.4 12.6 24.3 13.6 

10.7 17.5 18.4 20.4 

13.6 9.7 18.4 12.6 

9.7 6.8 16.5 9.7 

5.8 2.9 9.7 5.8 

4.9 2.9 8.7 4.9 

0.0 1.0 1.0 1.0 

13.6 24.3 15.5 22.3 

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担

ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の自分の気持ち
や体力

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない

病気の兆候の見つけ方が分からない

かかりつけ医の休診の日や夜間の救急対応

ペットをうまくしつけられない

ペットにとって今の飼い方で良いか分からない

自分に万一のことがあった場合、ペットの面倒を誰が見てくれるか

食事の内容や量が適切なのか分からない

ペットの病気やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか

ペットの健康を保つ為に何をすれば良いか分からない

健康管理の方法が分からない

ペットの心配事を話し合える人がいない

気軽に相談できるかかりつけの動物病院がない

その他

分からない。不安なことは特にない。

ペットの家以外の場所へ行く心
的ストレス

家を数日空ける事があった場合
周りに預けれる所がない

動物病院の診断が、不信感が
ある



33

91.0 

95.1 

93.2 

81.6 

94.2 

9.0 

4.9 

6.8 

18.4 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

ある ない

かかりつけの動物病院を持っているかを聞いた。9割のオーナーはかかりつけ医があると答えている。
若い猫のオーナーはややかかりつけ医がいない人がやや多く、2割に上るが、全体にはかかりつけを持っているオーナーがほとんど、と見て良
い。

かかりつけの動物病院有無

■かかりつけの動物病院の有無
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■ 動物病院を選ぶ際、重視する点

動物病院を選ぶ際に重視する点として、「ドクターやスタッフの人柄の良さ」「診察時の説明が分かりやすいこと」「自宅から近いこと」の3つ
が多く、6割近い。」 「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」も5割近い。
最も重視する点も同じ項目が上位である。
上位3つは順位の変動はあるものの、昨年と同傾向である。

動物病院選択の重視点

58.0 

57.5 

56.8 

47.6 

40.3 

39.8 

39.6 

39.3 

20.6 

18.9 

17.2 

8.0 

5.6 

4.6 

4.6 

1.0 

3.9 

19.2

19.2

15.3

14.3

4.9

3.6

7.0

5.6

0.7

1.9

2.2

0.2

1.0

0.0

0.0

1.0

3.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ドクターやスタッフの人柄の良さ

診察時の説明が分かりやすいこと

自宅から近いこと

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること

土日も開業していること

健康についてのアドバイスが受けられること

料金が高くないこと

料金設定が明確であること

設備環境が整っていること

夜間救急対応があること

知人の評判や口コミ

ネット上の評判のよさ

医療だけでなく、他のサービス（トリミング・ホテルなど）も付…

往診してくれること

医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしている…

その他

特になし

いくつでも

最も

2018年 2017年

いくつでも最も いくつでも最も

58.0 19.2 59.7 17.5

57.5 19.2 59 19.4

56.8 15.3 56.1 11.4

47.6 14.3 47.6 14.3

40.3 4.9 43 6.3

39.8 3.6 37.9 4.9

39.6 7.0 44.4 9.2

39.3 5.6 44.9 5.3

20.6 0.7 21.4 2.7

18.9 1.9 23.5 2.4

17.2 2.2 18.7 1.9

8.0 0.2 8.5 0.2

5.6 1.0 7.5 0

4.6 0.0 6.3 0

4.6 0.0 3.4 0

1.0 1.0 1 0.5

3.9 3.9 3.9 3.9

猫専門医

徒歩で行ける

ショップ付属の病院

いろいろこだわりたいが田舎の
ため選択肢がない
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動物病院選択の重視点

全体 犬オーナー_ 猫オーナー 全体 犬オーナー_ 猫オーナー
7歳未満 7歳以上 7歳未満 7歳以上 7歳未満 7歳以上 7歳未満 7歳以上

回答者数 412 103 103 103 103 396 99 97 98 102 
ドクターやスタッフの人柄の良さ 58.0 65.0 62.1 57.3 47.6 19.9 17.2 26.8 19.4 16.7 

診察時の説明が分かりやすいこと 57.5 58.3 59.2 53.4 59.2 19.9 22.2 21.6 19.4 16.7 
自宅から近いこと 56.8 54.4 56.3 52.4 64.1 15.9 13.1 16.5 14.3 19.6 

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること 47.6 54.4 55.3 37.9 42.7 14.9 21.2 18.6 10.2 9.8 
土日も開業していること 40.3 40.8 39.8 39.8 40.8 5.1 3.0 4.1 7.1 5.9 

健康についてのアドバイスが受けられること 39.8 41.7 47.6 35.9 34.0 3.8 4.0 1.0 6.1 3.9 

料金が高くないこと 39.6 35.9 36.9 42.7 42.7 7.3 5.1 6.2 9.2 8.8 
料金設定が明確であること 39.3 44.7 33.0 36.9 42.7 5.8 3.0 2.1 10.2 7.8 
設備環境が整っていること 20.6 26.2 21.4 14.6 20.4 0.8 2.0 0.0 0.0 1.0 
夜間救急対応があること 18.9 17.5 20.4 21.4 16.5 2.0 4.0 3.1 0.0 1.0 

知人の評判や口コミ 17.2 28.2 13.6 11.7 15.5 2.3 2.0 0.0 1.0 5.9 
ネット上の評判のよさ 8.0 9.7 8.7 6.8 6.8 0.3 0.0 0.0 0.0 1.0 

医療だけでなく、他のサービス（トリミング・ホテルなど）も
付随していること

5.6 5.8 4.9 5.8 5.8 1.0 3.0 0.0 1.0 0.0 

往診してくれること 4.6 1.9 3.9 4.9 7.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をして

いること
4.6 5.8 3.9 3.9 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 1.0 0.0 0.0 1.9 1.9 1.0 0.0 0.0 2.0 2.0 
特になし 3.9 3.9 5.8 4.9 1.0 

いくつでも 最も
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■動物病院を受診した際に、ついでに気軽に相談できればしたいこと

動物病院でついでに聞きたいこととして最も多いのは「栄養・食事」、次いで「病気や感染症の予防」、「歯の健康」であり、３割を超
える。昨年多かった「健康に老いる」は、今回は6番目であった。

動物病院で相談したいこと

全体
犬オーナー
_7歳未満

犬オーナー
_7歳以上

猫オーナー
_7歳未満

猫オーナー
_7歳以上

35.7 37.9 31.1 40.8 33.0 

34.7 41.7 33.0 34.0 30.1 

31.1 42.7 32.0 25.2 24.3 

25.5 23.3 13.6 33.0 32.0 

23.1 37.9 24.3 21.4 8.7 

22.1 20.4 23.3 12.6 32.0 

13.8 13.6 14.6 14.6 12.6 

13.1 15.5 9.7 17.5 9.7 

10.0 7.8 11.7 5.8 14.6 

2.9 4.9 1.9 2.9 1.9 

0.2 0.0 1.0 0.0 0.0 

15.5 6.8 20.4 15.5 19.4 

Q21

35.7 

34.7 

31.1 

25.5 

23.1 

22.1 

13.8 

13.1 

10.0 

2.9 

0.2 

15.5 

39.8

37.1

29.9

27.4

20.1

31.8

13.3

15

3.2

1.7

12.1

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

栄養・食事

病気や感染症の予防

歯の健康

ストレスと対処法

しつけの方法

健康に老いる

上手なダイエットの仕方

運動不足にならない工夫

介護の方法やサービス

睡眠

その他

特に相談したいことがない

2018年

2017年

食事療法
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1.9 

1.9 

1.9 

1.9 

1.9 

24.0 

13.6 

24.3 

22.3 

35.9 

65.0 

73.8 

60.2 

71.8 

54.4 

6.3 

7.8 

8.7 

3.9 

4.9 

1.5 

2.9 

1.0 

0.0 

1.9 

1.2 

0.0 

3.9 

0.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

肥満である やや肥満である 標準的 やや痩せている 痩せている わからない

ペットが肥満かどうかを判断してもらったところ、「標準的」という人が多いが、犬より猫の方が、7歳未満より7歳以上の方が「やや肥
満」が多い。猫は家の中で飼われているケースが多いことも、理由と考えられる。

ペットが肥満だと思うか

■自分のペットが肥満だと思うか
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59.7 

52.3 

48.9 

6.4 

9.1 

5.4 

2.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

ペットの見た目から、自分自身の感覚で

ペットに触れた感じから、自分自身の感覚

で

獣医師の診断を受けて

獣医師以外の第三者からの意見を受けて

他のペットと比較して

BCS（ボディコンディショニングスコア）を参

考にして

その他

全体(N=407)

全体(N=407)
犬オーナー_7
歳未満(N=103)

犬オーナー_7
歳以上(N=99)

猫オーナー_7
歳未満(N=103)

猫オーナー_7
歳以上(N=102)

59.7 53.4 55.6 68.0 61.8 

52.3 53.4 56.6 51.5 48.0 

48.9 56.3 59.6 36.9 43.1 

6.4 10.7 7.1 4.9 2.9 

9.1 5.8 8.1 14.6 7.8 

5.4 5.8 6.1 6.8 2.9 

2.5 1.0 2.0 2.9 3.9 

■ペットの体型は何に基づいて判断するか
（肥満かどうかが「わからない」という人を除く）

ペットの体形は見た目や、触った感じで判断している人がそれぞれ5割を超えており、また、約5割は「獣医師の診断を受けて」と答え
ている。犬のオーナーだけでみると「獣医師の診断を受けて」という人が最も多く6割近い。一方、猫のオーナーは「見た目」の判断の
人が多い。

ペットが肥満かどうかは何で判断するか

＜その他 具体的な内容＞
本を参考に

体重測定 3

首輪の調節

自宅でも週一で体重測定

ネットで調べて

ネット

ねこのきもち、の記事

テレビのペットを取り上げた番組などを観て。



ペットの健康診断の日を「知っていると答えた人は全体で6％。
知っていると答えた人に接触媒体を聞いたところ、最も多かったのはテレビ番組、ついでwebニュースや記事と動物病院がほぼ同位である。

10月13日が、「ペットの健康診断の日」であることの認知
■接触媒体
（知っている人のみ）

「ペットの健康診断の日」認知と情報接触

■「ペットの健康診断の日」について

6.1 

7.8 

0.0 

12.6 

3.9 

93.9 

92.2 

100.0 

87.4 

96.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

知っている 知らない

44.0 

36.0 

36.0 

20.0 

16.0 

12.0 

12.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

TV番組で

WEBのニュースや記事で

動物病院で

友人・知人から

新聞記事で

SNS(TwitterFacebook,Instagramなど）で

ラジオ番組で (N=25)
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■このロゴマークを見たことがありますか？

「Team HOPE（チームホープ）」のロゴマークと、団体の認知を聞いた。
ロゴマークを見たことがある人はを見たことがあるという人は、12％。また、団体の認知も同程度。
いずれも、若いペットのオーナーの方が認知度が高い。飼い始めの方が情報を知ろうとするという理由があると考えられる。

「Team HOPE（チームホープ）」ロゴマークと団体認知

■ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の
団体「Team HOPE（チームホープ）」を知っています
か。

2.4 

3.9 

0.0 

5.8 

0.0 

10.0 

10.7 

9.7 

13.6 

5.8 

87.6 

85.4 

90.3 

80.6 

94.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

活動内容まで知っている 名前を見た（聞いた）ことがある 知らない

12.4 

13.6 

10.7 

18.4 

6.8 

87.6 

86.4 

89.3 

81.6 

93.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

見たことがある 見たことはない
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健診受診

■10月13日（じゅういさん）が、
「ペットの健康診断の日」であることの認知

■ロゴマーク認知 ■獣医師の団体
「Team HOPE（チームホープ）」認知

「ペットの健康診断の日」 「Team HOPE（チームホープ）」のロゴマークと、団体の認知を定期健診等と比較した。
いずれも昨年より認知度が上がっている。
また、ペットを定期的に健診させている方が、させていない方より、少しでも気になることがあれば病院に相談することを心掛けている方
が、心がけていないより、いずれも認知度が高い。

ペットのことで
少しでも気になれば
病院に相談することを

6.1 

4.9 

11.9 

2.6 

1.1 

12.3 

5.6 

0.0 

93.9 

95.1 

88.1 

97.4 

98.9 

87.7 

94.4 

100.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年(N=412)

2017年(N=412)

2016年(N=412)

定期的に受けさせている
(N=168)

不定期・受けさせたことはあ

る(N=154)
受けさせたことはない

(N=90)

非常に心がけている
(N=130)

やや心がけている(N=162)

どちらとも・心がけていない
(N=120)

知っている 知らない

12.4 

10.0 

20.2 

9.7 

2.2 

20.8 

12.3 

3.3

87.6 

90.0 

79.8 

90.3 

97.8 

79.2 

87.7 

96.7

0% 50% 100%

見たことがある 見たことはない

2.4 

2.2 

3.6 

5.4 

0.6 

0.0 

5.4 

1.9 

0.0

10.0 

8.5 

11.9 

14.9 

9.7 

1.1 

13.8 

9.9 

5.8

87.6 

89.3 

84.5 

79.8 

89.6 

98.9 

80.8 

88.3 

94.2

0% 50% 100%

活動内容まで知っている

名前を見た（聞いた）ことがある

知らない

「ペットの健康診断の日」、ロゴ、団体についての認知


